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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社では、2020年５月７日に外部からの問い合わせを受け、当社法人営業部門の従業員による不正の疑いを認識

し、その後関係者に対して行った調査の結果、当該従業員が不正を行っていたことが発覚しました。これを受けて、

当社は、実効性と透明性の高い調査と再発防止策の提言を受けるため、外部の専門家を構成員とする外部調査チーム

を設置するとともに、当社では当該調査に全面的に協力してまいりました。

当社は、2020年６月26日に外部調査チームから調査報告書を受領し、架空の売上高及び売上原価等が認められまし

た。これらの不正による影響を過去の決算期に遡って決算の訂正を行うため、提出済みの有価証券報告書等に記載さ

れております連結財務諸表及び財務諸表並びに四半期連結財務諸表等で対象となる部分について訂正することといた

しました。

これらの決算訂正により、当社が2020年２月10日に提出いたしました第26期第３四半期（自　2019年10月１日　

至　2019年12月31日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24

条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、

その四半期レビュー報告書を添付しております。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

四半期レビュー報告書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第25期

第３四半期
連結累計期間

第26期
第３四半期
連結累計期間

第25期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 21,564,637 27,149,230 29,268,193

経常利益 (千円) 262,650 420,555 318,770

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 138,601 261,540 190,125

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 146,546 268,754 199,485

純資産額 (千円) 1,320,727 1,712,494 1,373,684

総資産額 (千円) 5,231,267 6,565,169 6,856,379

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 29.64 55.47 40.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 28.67 53.79 39.31

自己資本比率 (％) 25.1 25.8 19.9
 

　

回次
第25期

第３四半期
連結会計期間

第26期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 5.68 2.60
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出や生産に弱さが続いているものの、雇用情勢・所得環境

の改善や個人消費の持ち直しを背景に、緩やかな景気回復基調で推移いたしました。

旅行業界におきましては、2019年４月から12月における日本人出国者数が前年同期比5.8％増の1,516万人
*
と好調

に推移いたしました。また、訪日外客数は前年同期比1.1％増の2,382万人
*
と、韓国市場において日韓情勢の影響を

受けた落ち込みが見られるものの、その他市場においては航空座席供給量の増加やラグビーワールドカップ2019日

本大会の開催等を背景に堅調に推移いたしました。

このような情勢のもと、当社グループでは、引続きオンライン商品販売とトラベル・コンシェルジュによるオー

ダーメイド販売を組み合わせた「ハイブリッド戦略」を推進し、サマーセールや秋の連休キャンペーン、初売り先

行セール等の各種施策により好調な個人旅行需要の取込みに努めました。また雇用・業務拡大のため2019年11月５

日に大阪支店を移転し、リニューアルオープンを記念したキャンペーンを実施いたしました。韓国や台湾、グアム

をはじめとした「安近短」方面においては、オンライン予約システムの機能強化及び商品拡充により、前年を大き

く上回る水準で推移いたしました。ヨーロッパを中心とした長距離方面につきましても、早期取込みを見据えた商

品展開及び組織体制の強化により好調に推移いたしました。法人旅行事業につきましても引続き営業体制の強化に

取組んだほか、見本市や展示会等の海外視察旅行の需要拡大に伴い、海外視察旅行専用サイトを新規にオープンい

たしました。

システム・マーケティング面では、業務効率化を目的として前期より一部導入しておりました新基幹システム

を、レジャー部門全体へ展開いたしました。またオンライン商品の販売拡大のため、海外航空券サイト及び海外航

空券＋ホテルサイトのリニューアルを行ったことに加え、スカイスキャナーとの接続やエクスペディアパートナー

ソリューションズの海外ホテル予約サービスとのAPI情報連携を開始しております。旅行需要の喚起及び新規顧客の

獲得に向けてオウンドメディアやSNSの運用にも注力し、株式会社ミキ・ツーリストと共同でヨーロッパの現地情報

を動画で発信する専門Instagramアカウント「whee TV」を開設したほか、映画配給会社と共同でイベントを開催す

る等、他業種とのコラボレーションによる認知拡大にも取組みました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は27,149,230千円（前年同期比25.9％

増）、営業利益は432,204千円（前年同期比58.6％増）、経常利益は420,555千円（前年同期比60.1％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は261,540千円（前年同期比88.7％増）となりました。

なおセグメントの業績については、当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略いたします。

 
* 2020年１月 日本政府観光局(JNTO)「2019年 訪日外客数・出国日本人数」
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(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は5,513,408千円と、前連結会計年度末比493,186千円減少しま

した。これは主に、現金及び預金が前連結会計年度末比514,425千円、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末比

245,071千円減少した一方で、旅行前払金が前連結会計年度末比246,181千円増加したことによるものです。

 

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は1,051,760千円と、前連結会計年度末比201,976千円増加しま

した。有形固定資産が前連結会計年度末比53,296千円、無形固定資産が前連結会計年度末比109,623千円、投資そ

の他の資産が前連結会計年度末比39,056千円増加したことによるものです。

 

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は4,782,183千円と、前連結会計年度末比630,696千円減少しま

した。これは主に、旅行前受金が前連結会計年度末比628,660千円、買掛金が前連結会計年度末比45,072千円、賞

与引当金が前連結会計年度末比59,562千円減少した一方で、その他流動負債が前連結会計年度末比115,674千円増

加したことによるものです。

 

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は70,490千円と、前連結会計年度末比675千円増加しました。資

産除去債務が前連結会計年度末比1,857千円増加した一方で、その他固定負債が前連結会計年度末比1,182千円減

少したことによるものです。

 
(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は1,712,494千円と、前連結会計年度末比338,810千円増加しまし

た。これは主に、利益剰余金が前連結会計年度末比261,540千円、非支配株主持分が前連結会計年度末比9,179千

円増加したことによるものです。

 
(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

 　 該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,747,500 4,750,500
東京証券取引所
マザーズ市場

完全議決権株式であり、
株主としての権利内容に
何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であ
ります。
また、単元株式数は100株
であります。

計 4,747,500 4,750,500 ― ―
 

（注）１．2020年１月24日を払込期日とする譲渡制限付株式報酬としての新株発行により、発行済株式総数が3,000株

増加しております。

２．提出日現在の発行数には、2020年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年10月１日～
2019年12月31日
（注）

800  4,747,500 21 461,970 21 371,970

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

47,453
株主としての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式です。4,745,300

単元未満株式
普通株式

― 一単元(100株)未満の株式です。
1,400

発行済株式総数 4,746,700 ― ―

総株主の議決権 ― 47,453 ―
 

（注）１.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,689,155 3,174,730

  受取手形及び売掛金 831,856 586,785

  割賦売掛金 82,031 60,384

  旅行前払金 1,225,114 1,471,295

  その他 179,604 221,392

  貸倒引当金 △1,166 △1,179

  流動資産合計 6,006,595 5,513,408

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物附属設備（純額） 91,031 128,453

   車両運搬具（純額） 7,553 9,256

   リース資産（純額） 5,041 －

   その他（純額） 7,651 26,864

   有形固定資産合計 111,278 164,575

  無形固定資産 243,441 353,064

  投資その他の資産   

   長期貸付金 4,876 4,876

   繰延税金資産 57,039 73,083

   差入保証金 192,990 176,664

   その他 245,034 284,373

   貸倒引当金 △4,876 △4,876

   投資その他の資産合計 495,064 534,120

  固定資産合計 849,783 1,051,760

 資産合計 6,856,379 6,565,169
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 774,055 728,982

  短期借入金 6,512 －

  リース債務 5,503 －

  未払法人税等 106,758 105,699

  旅行前受金 4,142,170 3,513,509

  賞与引当金 122,273 62,711

  その他 255,606 371,280

  流動負債合計 5,412,880 4,782,183

 固定負債   

  資産除去債務 32,352 34,210

  その他 37,462 36,280

  固定負債合計 69,815 70,490

 負債合計 5,482,695 4,852,674

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 426,942 461,970

  資本剰余金 336,942 371,970

  利益剰余金 586,087 847,627

  自己株式 △83 △83

  株主資本合計 1,349,888 1,681,484

 その他の包括利益累計額   

  繰延ヘッジ損益 172 △170

  為替換算調整勘定 17,299 15,677

  その他の包括利益累計額合計 17,472 15,506

 非支配株主持分 6,323 15,503

 純資産合計 1,373,684 1,712,494

負債純資産合計 6,856,379 6,565,169
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 ※1  21,564,637 ※1  27,149,230

売上原価 18,764,738 23,536,916

売上総利益 2,799,898 3,612,314

販売費及び一般管理費 2,527,323 3,180,110

営業利益 272,575 432,204

営業外収益   

 受取利息 37 52

 受取配当金 0 0

 その他 1,560 2,265

 営業外収益合計 1,598 2,318

営業外費用   

 支払利息 1,047 99

 支払保証料 1,484 2,354

 為替差損 2,973 4,256

 支払手数料 3,416 4,328

 その他 2,601 2,928

 営業外費用合計 11,523 13,967

経常利益 262,650 420,555

特別利益   

 資産除去債務戻入益 － 3,200

 特別利益合計 － 3,200

特別損失   

 不正関連損失 4,589 －

 特別損失合計 4,589 －

税金等調整前四半期純利益 258,061 423,755

法人税、住民税及び事業税 104,721 168,855

法人税等調整額 9,967 △15,964

法人税等合計 114,689 152,890

四半期純利益 143,371 270,865

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,769 9,324

親会社株主に帰属する四半期純利益 138,601 261,540
 

EDINET提出書類

株式会社旅工房(E33110)

訂正四半期報告書

11/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 143,371 270,865

その他の包括利益   

 繰延ヘッジ損益 626 △342

 為替換算調整勘定 2,548 △1,767

 その他の包括利益合計 3,174 △2,110

四半期包括利益 146,546 268,754

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 141,834 259,574

 非支配株主に係る四半期包括利益 4,711 9,179
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自

2019年４月１日 至 2019年12月31日)

当社グループでは売上高の計上基準として出発日基準を採用しており、旅行商品の売上はお客様が旅行に出

発された日が帰属する月に計上されます。旅行商品については、個人のお客様のご旅行の出発時期が、長期休

暇を比較的取得しやすい７月から９月の夏休み期間に集中する傾向にあります。そこで、当社グループの売上

高及び利益についても７月から９月に増加し、その他の期間については売上高及び利益が減少する傾向がある

ことから、四半期連結会計期間において営業損益が損失となる場合があります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年12月31日)

減価償却費 42,985千円 88,307千円

のれんの償却額 939千円 2,783千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の行使による新株発行を行いました。また、2019年６月28

日及び2019年７月17日開催の取締役会決議に基づき、当社の取締役、監査役及び従業員に対する譲渡制限付株

式報酬として新株発行を行いました。これらの結果、資本金及び資本準備金がそれぞれ35,027千円増加し、当

第３四半期連結会計期間末において資本金が461,970千円、資本準備金が371,970千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、旅行業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 29.64円 55.47円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 138,601 261,540

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

138,601 261,540

普通株式の期中平均株式数(株) 4,676,801 4,715,158

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 28.67円 53.79円

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) 157,809 147,486

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年７月31日

株式会社旅工房

取締役会  御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　川　　伊 智 郎 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 遠　　藤　　正　　人 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社旅工房

の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社旅工房及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 
その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して2020年２月10日に四半期レビュー報告書を提出した。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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